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官
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懇
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＇
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昭
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年
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時
短
縮
五
ヌ
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支

部

璽

芸

第

六

百

11+＝
＝
雙
H
本
大
學
大
阪
夜
間
中
學
専
入
指
定
）
ー
ー
同
第
六
百
二
十
四
読
拿
大
酉

厚
詞
高
等
恣
誓
設
立
者
菱
夏
）
ー
塁
誓
二
虞
緯
（
日
揖
高
等
女
學
狡
同
）

1
,同
第
六
百
二
雲
雙
國
民

錬
成
所
移
轄
拉
票
務
開
始
）
ー
同
鎗
六
百
二
十
七
銚
（
呉
板
寅
科
高
等
女
學
狡
設
置
ア
ー
ー
同
第
六
百
二
十
八
続
（
新

名
高
等
家
政
女
學
狡
設
立
者
襲
更
）
ー
ー
同
第
六
百
二
十
九
紬
（
共
榮
女
子
商
業
學
狡
殷
艇
）
・
ー
ー
阿
第
六
百
＝
＝
エ
醗

（
駒
阿
繋
岡
興
言
律
宗
管
長
就
任
）
ー
ー
同
第
六
百
＝
平
一
綿
（
第
九
同
師
範
學
校
専
攻
科
蚊
高
等
女
學
狡
高
等
科
及

専
攻
科
敦
員
試
験
桃
定
施
行
）
ー
ー
同
第
六
百
i
-
l
十
二
続
盆
明
治
i
-
]
十
六
年
文
部
省
告
示
第
三
十
読
中
政
正
）
—
ー
同

第
六
百
＝
＝
十
三
続
（
昭
和
十
六
年
文
部
省
告
示
第
八
百
二
摯
中
改
正
）
ー
同
第
六
百

1=＋
四
続
（
近
江
高
等
技
藝
女

學
稜
名
唸
及
設
立
者
襲
更
）
ー
ー
同
第
六
百
＝
＝l
十
五
続
（
嗣
賓
所
有
者
髪
更
）
l

|
同
第
六
百
＝
二
十
六
誂
（
國
賓
所
有
者

住
所
紅
更
）
1
ー
同
第
六
百
一
二
十
七
雙
静
岡
縣
大
宮
工
業
學
校
及
外
一
稜
名
稲
菱
夏
）
ー
ー
同
第
六
百
1

二
十
八
読
霜
川

南
高
等
造
船
學
狡
設
置
）
ー
同
第
六
百
＝
＝
平
九
雙
昭
和
十
八
年
各
官
立
高
等
睾
狡
高
等
科
入
學
生
徒
概
莫
選
抜

要
顎
及
出
願
手
綬
）
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叙
任
及
癖
令
（
自
昭
和
十
七
年
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至
同
一
二
十
日
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分
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及
幹
亭
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免
ー
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帝
國
學
士
院
総
會
及
部
會

ー
班
究
員
入
阿
！
‘
ー
大
學
高
等
専
門
皐
校
保
健
協
霞
會
開
他
ノ
件
ー
~
寅
業
學
狡
長
認
可
！
高
等
學
狡
高
等
科

敦
員
試
験
桧
定
合
格
幸
布
ー
ー
第
九
同
師
範
學
校
亭
攻
科
泣
高
等
女
學
校
高
等
科
及
専
放
科
敦
員
試
験
桧
定
日
時
及
方

法
ー

l
桧
定
敦
科
用
厠
臀
ー
ー
閻
害
推
薦
ー
ー
．
推
薦
鯨
紹
介
レ

n
ー
ド
ー
ー
正
誤

I
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五
同
文
部
省
美
術
屎
覧
會

但
品
一
一
闊
ス
ル
事
咳
：
。
．．． 
oo ... o
 
...... e
 
... 。：e
.. 
i
。
... 。
…
…
•
。
:
°

.......... 令
．．．．．．．．．．．．．．．． 
o
o
o
o
.
i
:
 .. 0
 
... o
 
..... o
 
................ 0
•
四
五

日

本

敬

學

旨口

化國

研民

究精

朋紳

長文

詔

奉

の

訓

巻

頭

贔
塁
E

天
皇
御
製
二
首

目
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映
畳
が
現
代
國
民
生
活
に
模
め
て
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と

ほ
今
更
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
大
東
韮
載
等
を
契
楓
と
し
て
飛
躍
釣
に
共

の
重
要
性
を
加
へ
来
っ
た
感
が
あ
る
。
今
≫
未
會
有
の
大
載
争
を
腕
ち

抜
く
為
に
，
映
叢
の
も
つ
機
能
は
最
大
阪
度
に
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
即
ち
銃
後
國
民
の
岬
崇
に
、
國
民
の
士
氣
昂
揚
に
，
又
東
韮
共

榮
圏
内
各
民
族
の
皇
化
に
映
畳
は
賓
に
璽
大
な
任
膀
を
負
う
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
斯
く
映
喪
は
聖
賊
目
的
の
完
遂
に
も
至
大
の
開
係
を
も
つ
も

の
で
あ
る
か
ら
、
之
が
育
成
指
導
に
つ
い
て
は
'
胴
家
と
し
て
棒
め
て

慎
重
な
る
措
置
を
必
要
と
す
る
闘
で
あ
る
。

映
聾
に
閻
す
る
行
政
は
百
硯
在
内
務
省
S

文
部
省
，
情
報
局
の
三
官

靡
の
共
管
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
，
行
政
亭
膀
簡
素
化

の
立
前
か
ら
一
官
靡
に
統
合
す
べ
し
と
い
ふ
諭
も
起
つ
て
ぬ
る
が
、
今

文
部
省
映
査
行
政
の
現
在
及
照
末

文
部
省

書
行
政
の
現
在
及
将
来

(
-
＝
一
橋
敦
學
官
）

文
部
省
敦
學
官

斯
る
論
鼈
は
措
い
て
畜
文
部
省
と
し
て
映
霊
行
政
に
闘
典
す
る
部
丙
並

に
文
部
省
が
腔
来
の
映
登
行
政
に
於
て
捺
嘗
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る

貼
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

歴
史
的
に
見
れ
ば
，
映
畳
を
官
靡
の
事
縮
と
し
て
取
上
げ
た
の
は
、

先
づ
取
締
の
面
か
ら
の
警
察
嘗
局
で
あ
る
。
之
は
映
霊
の
漿
逹
が
興
行

r

物
と
し
て
出
預
し
大
衆
の
生
活
に
深
く
喰
ひ
入
っ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら

樟
め
て
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
映
書
石
扱
ひ
初
め
た
の
は
，
敦
育

行
政
官
隠
た
る
文
部
省
で
あ
る
。
前
者
に
到
し
凡
そ
封
臨
的
た
官
真
で

あ
る
文
郊
省
が
之
を
取
上
げ
た
の
は
頗
る
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
d

映
甍
が
大
衆
性
獲
得
の
結
果
と
し
て
，
弦
に
低
俗
な
趣
味
に
堕
し
た
為

め
敦
育
行
政
官
崖
の
看
過
し
得
左
く
た
っ
た
こ
と
忍
亦
嘗
然
の
こ
と
4

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
夫
が
否
定
的
方
向
な
ら
ば
警
察
嘗
局
の
お
先

橋

；；ら
虚

吉

璽



文
部
省
映
萱
行
政
の
現
在
及
郷
亦

文
部
時
報

第
七
百
八
十
綿

棒
を
捨
ぐ
に
過
ぎ
ず
3

何
等
新
展
開
は
豫
想
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

芯
之
を
積
認
的
に
利
用
す
る
立
前
を
と
っ
た
所
に
A

極
め
て
深
い
意

義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
に
文
部
省
に
創
設
さ
れ
た
映
畳

の
認
定
及
推
態
制
度
は
優
秀
な
る
映
霊
と
選
捧
し
元
之
を
敦
育
的
に
利

用
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
は
又
同
時
に
敦
育
映
甍
の
製
作

を
開
始
し
た
巧
斯
く
し
て
始
め
て
映
聾
の
積
極
的
利
用
の
方
途
が
饗

く
さ
れ
該
に
學
校
敦
育
及
計
會
敦
育
上
に
舒
生
面
が
開
拓
さ
虹
て
来
た

の
で
あ
る
。
其
の
後
3

内
誇
省
が
大
正
十
四
年
に
映
聾
檎
閲
の
全
國
的

統
一
を
賞
施
し
て
映
奎
写
行
政
に
一
進
轄
を
加
へ
た
闘
で
あ
る
が
百
我
鼠

映
蓋
行
政
は
爾
来
共
の
他
何
等
見
る
べ
き
も
の
な
く
し
て
昭
和
十
四
年

映

畳

法

の

姉

行

を

迎

へ

た

の

で

あ

る

。

・

映
畳
法
は
我
國
最
初
の
文
化
立
法
と
言
は
訊
る
忍
の
で
P

こ
の
法
徘

を
以
て
我
國
映
零
琴
に
目
栖
を
呉
へ
共
の
飛
躍
的
顎
展
を
企
圏
し
た
も
の

で
あ
る
。
郎
ち
映
聾
法
は
映
霊
の
質
的
向
上
を
園
る
為
め
峡
璽
事
業
全

般
の
整
備
助
長
を
た
し
以
て
我
國
民
文
化
の
進
展
に
寄
奥
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
映
驚
法
は
斯
く
積
樹
的
に
國
民
文
化
の
預
展
に
資
す
る

を
其
の
根
本
精
肺
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
3

弦
に
文
化
立
法
と
言
は

れ
た
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。

却
説
3

映
聾
法
は
右
の
目
的
を
逹
成
す
る
認
め
に
加
何
な
る
戌
定
を

以
て
臨
ん

B
居
る
で
あ
ら
う
か
。
之
を
要
約
ず
れ
ば
左
の
如
く
な
る
3

其
の
中
文
部
大
臣
の
専
管
事
項
は
左
の
如
く
で
あ
ろ
。

一
沿
年
少
者
の
映
霊
筏
覧
制
限
に
闘
す
る
亭
項

三
文
化
映
零
〗
、
時
事
映
寧
緊
の
弧
制
上
映
に
闘
す
る
事
項

三
、
映
霊
選
奨
に
闘
す
る
事
項

四
映
零
墨
保
存
に
闘
す
る
事
項

以
上
映
毀
法
の
内
容
と
映
甕
法
に
よ
る
文
部
省
映
聾
行
政
部
門
の
中

核
を
た
す
事
項
に
つ
い
て
述
べ
た
が
之
に
よ
っ
て
文
部
省
映
蓋
行
瞑
の

性
格
が
略
々
明
ら
か
に
な
っ
た
と
国
心
ふ
。

た
ほ
弦
に
璽
塁
ね
ば
な
ら
ぬ
駆
は
二
塁
早
法
は
藝
喜
育
行
政
に

つ
い
て
は
燭
れ
る
と
•
こ
ろ
極
め
て
狭
く
共
の
大
郎
分
は
摯
げ
て
文
部
省

の
施
麒
に
侯
た
ね
ば
次
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
文
部
省
の

映
甕
行
政
は
上
述
の
映
甕
法
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
映
竪
敦
育
行
政
と

を
包
含
す
る
も
の
で
あ
っ
て
映
聾
行
政
官
塵
と
し
て
塁
忍
廣
鰐
な
る
行

政
部
而
を
握
賞
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
行
文
部
省
映
璽
行
政
部
門
に
つ
い
て
述
べ
る
に
嘗
つ
て
先
づ
映
聾

法
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
考
察
し
て
見
る
。
年
少
者
の
映
登
観
覧
詞

限
に
開
す
ろ
事
項
に
つ
い
て
は
文
部
省
は
総
妙
ろ
映
甕
に
つ
き
十
四
歳

未
満
の
年
少
者
に
封
し
敦
育
的
見
岨
か
ら
判
既
し
、
瓢
覧
に
支
障
た
き

（
三
楕
敦
學
官
）

1

五

（
イ
）
映
饗
製
作
に
闘
す
る
事
項

て
製
作
業
の
許
可
制

三
映
畳
製
作
従
業
者
の
登
録
制

（
口
)
映
霊
配
給
に
闘
す
る
事
項

一
道
配
給
業
の
許
可
制

二
b

外
胴
映
畳
の
配
給
制
限

公
）
映
饗
上
映
に
闘
す
る
事
項

て
事
前
授
閉
の
制
度

二
，
年
少
者
の
映
驚
製
覧
制
限

弓
文
化
映
亭
舟
時
事
映
零
芸
の
張
制
上
訣

四
啓
顎
宜
偲
映
響
一
の
指
定
上
訣

五
，
外
胴
映
饗
の
上
映
制
鼠

こ
）
映
聾
選
奨
及
保
存
に
闘
す
る
事
項

-
'
映
霊
の
選
奨
制
度

二
，
映
饗
の
保
存
制
度

し
て
ゐ
る
映
畳
桧
閲
制
度
を

以
上
は
飩
に
円
詞
省
に
於
て
寅
施
せ
ら
え

除
い
て
薪
に
映
聾
法
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
之
を
列
畢

し
た
も
の
で
あ
る
巧
是
等
の
各
項
目
は
夫
々
前
迄
三
官
闘
の
共
管
若

く
は
尊
宣
墨
項
と
し
て
宣
施
さ
れ
て
ゐ
る
7

も
の
で
ぉ
る
。
共
の
大
甕
心

の
項
目
は
内
閣
総
坦
大
臣
，
内
務
大
臣
、
文
部
大
臣
の
共
管
で
あ
る
が
¥

映
畳
に
尉
し
て
は
二
屑
映
叢
の
認
定
を
奥
へ
暑
芯
し
む
ぺ
き
映
驚

の
指
定
を
行
っ
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
硯
在
、
内
部
省
内
に
於
て
桧
閲
と

同
時
に
賞
加
し
つ
＼
あ
る
一
般
用
映
畳
の
認
定
事
誇
は
こ
の
趣
旨
に
よ

ろ

も

の

で

あ

る

。

‘

文
化
映
書
一
、
時
｛
學
映
畳
の
強
制
上
映
の
制
度
竺
是
等
映
聾
の
上
映

に
よ
つ
て
、
國
民
精
祠
の
涵
養
、
國
民
智
詣
の
啓
培
に
資
せ
ん
と
す
る

忍
の
で
あ
っ
て
映
聾
法
の
規
定
に
よ
り
っ
斯
る
映
聾
に
つ
い
て
文
部
省

が
認
定
を
行
っ
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
文
部
大
臣
の
認
定
せ
る
映
饗
に
し

て
始
め
て
張
制
上
映
の
鉗
象
た
り
得
る
の
で
、
文
化
映
贅
，
時
事
映
饗

の
認
定
は
取
り
忍
直
さ
す
こ
れ
が
性
格
た
り
方
向
な
り
を
決
定
す
る
事

に
な
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
認
定
事
謗
は
強
制
上
映
の
趣
旨
の
活

殺
を
揖
る
こ
と
に
な
り
柩
め
て
重
大
た
意
萎
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
故

に
認
定
事
蒋
は
飩
成
映
贅
の
判
定
よ
り
寧
ろ
共
の
製
作
指
導
に
重
鮎
を

置
き
強
制
上
映
の
誤
本
趣
旨
た
る
同
民
敦
育
の
徹
底
に
寄
奥
す
べ
き
映

壼
の
輩
畠
に
努
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
文
化
映
甕
は
文
部
省
に
於
て
時

事
映
饗
は
共
の
性
質
上
急
速
を
要
す
る
を
以
て
杓
部
省
に
於
て
検
閲
と

同
時
に
認
定
を
た
す
立
前
を
と
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

映
喜
還
奨
は
文
部
大
臣
が
國
を
代
表
し
て
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、

最
高
の
榮
誓
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
選
奨
は
藝
言
の
規
定
に
基

夏
推
饂
と
賞
金
交
付
の
二
項
を
含
憂
鰭
時
優
秀
な
る
映
饗
を
推
認

一
四



し
、
其
の
中
よ
り
一
年
を
通
じ
て
特
に
優
秀
な
る
も
の
に
封
し
文
部
大

臣
賞
と
し
て
賞
金
を
交
付
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
選
奨
は
優
秀
映
蚕
の

製
作
闘
係
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
が
同
時
に
映
壷
の
製
作
並
に
観

覧
指
導
の
指
針
を
異
ふ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
、
我
國
一
般
映
奎
寧
の
方
向
を

規
定
す
る
重
大
た
る
放
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
は
之
が
寅
施

に
公
正
妥
常
を
期
す
る
為
専
門
委
員
の
官
制
を
麒
け
、
櫂
威
あ
る
専
門

家
を
し
て
之
に
嘗
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

映
甍
の
保
存
は
特
に
國
民
文
化
に
寄
興
し
且
つ
永
く
保
存
す
る
意
義

の
あ
る
映
喪
に
つ
き
、
文
部
大
臣
が
指
定
し
之
を
保
存
す
る
も
の
で
あ

つ
て
↓
映
整
の
如
く
耐
久
性
に
乏
し
く
且
つ
散
侠
の
傾
向
著
し
き
も
の

に
つ
い
て
は
、
映
畳
法
の
こ
の
規
定
は
定
に
國
民
文
化
の
保
謹
助
長
の

上
に
重
要
な
る
規
定
で
あ
る
。
映
壷
法
施
行
以
来
毎
年
賓
施
し
て
ゐ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
文
部
省
映
董
行
政
の
特
質
を
な
す
映
壷
教
育
行
政
に
つ
い
て
述

べ
て
見
ょ
う
°
映
聾
教
育
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
は
映
餐
法
に
も
文
化

映
萱
、
時
事
映
壼
の
強
制
上
映
の
條
項
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
特

に
青
少
年
に
封
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
僅
か
に
観
覧
制
限
の
條
項
に
於

い
て
獨
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
も
共
の
趣
旨
は
前
述
の
如
く
消
極

的
で
あ
っ
て
宵
少
年
に
封
す
る
映
喪
教
育
の
方
向
を
示
唆
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
従
つ
て
特
に
宵
少
年
に
酎
す
る
面
に
於
て
は
全
く

映
壼
を
選
定
し
、
観
覧
に
つ
い
て
の
指
針
を
興
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

た
屁
課
外
用
映
壷
、
青
年
向
映
聾
に
つ
い
て
は
管
に
疵
製
映
饗
か
ら

の
選
捧
の
み
で
は
上
述
の
目
的
を
達
成
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
た
い
の
で

之
が
製
作
企
畳
を
指
導
し
更
ら
に
製
作
漿
動
を
た
す
こ
と
が
要
請
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
蓮
定
並
に
製
作
指
導
に
つ
い
て
は
現
在
敬
科
用
映
覺
選

定
委
員
が
之
に
嘗
つ
て
ゐ
る
が
映
壼
の
製
作
奨
動
に
つ
い
て
は
今
後
文

部
省
と
し
て
大
い
に
力
を
致
す
べ
き
獣
で
あ
り
、
之
が
賞
現
の
た
め
に

は
斯
る
映
畳
の
観
覧
施
麒
や
配
給
機
構
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
貼
が
多

々

あ

る

の

で

あ

る

。

'

更
に
文
部
省
の
映
壼
行
政
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
は
、
文
部
省
は
映

壷
教
育
に
つ
い
て
之
が
徹
底
を
期
す
る
た
め
自
ら
映
霊
製
作
機
椿
を
も

ち
、
多
く
の
教
育
映
畳
を
作
り
民
間
製
作
業
者
を
指
導
し
て
来
た
こ
と

で
あ
る
。
今
映
蜜
教
育
が
新
た
る
段
階
に
入
ら
ん
と
す
る
に
嘗
り
、
数

科
用
映
壼
の
新
生
面
を
拓
く
目
的
を
以
て
、
共
の
製
作
に
嘗
つ
て
ゐ
る

が
、
豚
来
の
教
科
用
映
蜜
は
検
定
委
員
會
に
よ
る
企
蜜
指
導
と
共
に
文

部
省
の
試
作
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
る
も
の
と
信
す
る
。

凡
そ
映
蜜
教
育
は
青
少
年
を
鉗
象
と
す
る
限
り
狩
来
の
國
運
に
闘
係

す
る
所
大
た
る
に
鑑
み
共
の
振
興
に
つ
い
て
は
櫓
嘗
官
靡
と
し
て
の
文

部
省
の
責
務
は
榎
め
て
重
大
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。

文
部
省
映
壷
行
政
の
現
在
及
賄
末

文
部
時
報
第
七
百
八
十
統

(
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1

七

現
行
文
部
省
の
行
政
内
容
を
見
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

映
萱
教
育
は
一
は
数
科
内
に
於
て
他
は
敦
科
外
に
於
て
考
へ
ら
れ

る
。
教
科
内
の
映
萱
敦
育
、
郎
ち
授
業
上
に
於
け
る
映
畳
の
利
用
は
従

来
一
部
の
熱
心
家
に
よ
つ
て
寅
行
さ
れ
て
ゐ
た
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
今
般
國
民
學
校
令
に
よ
り
之
が
寅
行
を
公
認
さ
れ
た
為
め
弦
に
一

段
の
進
展
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
°
國
民
學
校
令
施
行
規
則
は
映

畳
の
使
用
に
つ
い
て
規
定
し
、
更
に
共
の
使
用
す
べ
き
映
壷
に
つ
い
て

は
、
文
部
大
臣
の
検
定
を
受
け
し
む
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

検
定
を
受
け
た
映
壷
を
教
科
用
映
畳
と
稲
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
従
来

の
所
謂
敦
材
映
畳
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
。
目
下
教
科
用
映
萱
に
つ
い
て

國
民
學
校
の
数
育
方
針
に
則
り
新
た
る
構
想
の
下
に
製
作
企
畳
の
樹
立

に
努
力
が
な
さ
れ
つ
4
あ
る
が
、
敦
科
用
映
畳
の
確
立
は
映
壷
教
育
の

基
本
を
た
す
も
の
で
あ
る
か
ら
其
の
成
否
は
一
に
勝
来
の
映
壷
敦
育
の

盛
衰
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
に
設
け
ら
れ
た
敦
科
用
映
萱
検
定

委
員
會
に
よ
る
敦
科
用
映
蜜
の
検
定
並
に
製
作
企
畳
指
導
は
映
蜜
教
育

行
政
の
最
も
重
要
な
る
事
項
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

敦
科
外
の
映
賽
教
育
と
は
数
室
外
に
於
け
る
映
畳
に
よ
る
青
少
年
の

指
導
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
は
青
少
年
に
観
覧
せ
し
む
べ
き
映
甍
が

必
要
で
あ
る
。
共
虞
で
文
部
省
は
一
般
映
蜜
の
中
か
ら
、
國
民
學
校
兒

童
に
は
課
外
用
映
畳
、
青
年
學
校
若
く
は
中
等
學
校
生
徒
に
は
宵
年
向

以
上
極
め
て
大
雑
把
で
は
あ
る
が
文
部
省
が
播
嘗
す
る
映
蜜
行
政
の

賓
際
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
文
部
省
の
映
甍
行
政
は
映
壷
教
育
を
中
心

と
す
る
積
梱
面
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。
映
覺
法
に

闘
す
る
面
に
於
て
も
亦
同
様
の
方
向
に
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
従
つ
て
腔
来
の
文
部
省
映
畳
行
政
は
こ
の
映
蜜
敦
育
を
中

心
と
し
て
展
開
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
勿
論
映
蜜
教
育
に

重
貼
を
置
く
と
し
て
も
そ
れ
は
映
蜜
教
育
の
障
壁
の
裡
に
自
ら
を
押
込

め
狭
監
な
る
境
池
に
満
足
す
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
一
般
映
畳
行
政
と

深
き
闘
聯
を
も
ち
つ
4
廣
い
地
盤
の
上
に
確
固
た
る
基
礎
を
樹
立
す
べ

き
で
あ
る
。
斯
く
て
こ
そ
映
畳
教
育
は
始
め
て
生
々
痰
展
の
進
路
を
と

り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

叙
上
の
立
前
に
於
け
る
映
饗
教
育
の
確
立
、
こ
れ
は
文
部
省
映
蜜
行

政
の
嘗
面
の
問
題
で
あ
り
、
我
國
映
饗
行
政
の
根
底
を
た
す
も
の
で
あ

る
。
特
に
宵
少
年
に
封
す
る
映
萱
教
育
は
管
に
國
内
に
封
し
て
の
み
な

ら
す
、
大
東
亜
共
榮
圏
全
慨
に
鉗
し
て
も
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
°
今
大

東
亜
共
榮
圏
に
向
つ
て
は
、
映
饗
に
よ
る
文
化
工
作
と
し
て
夫
々
各
民

族
に
適
合
す
る
映
蜜
が
考
慮
せ
ら
れ
製
作
さ
れ
っ
4
あ
る
が
、
差
嘗
つ

て
の
必
要
を
充
た
す
に
は
夫
で
事
足
り
る
で
あ
ら
う
°
然
し
遠
い
腔
来

四
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に
映
霊
界
は
之
に
賢
應
ず
べ
く
餘
り
に
も
自
主
性
に
乏
し
い
朕
態
で
あ

る
。
第
一
映
繋
資
甘
に
於
て
未
だ
に
外
國
依
存
の
域
を
諒
し
得
た
い
の

で
あ
る
。
僅
か
に
生
フ
ィ
庄
ム
の
み
が
國
産
を
以
て
充
足
畠
来
5
と
は

云
へ
之
と
て
忍
今
は
質
よ
り
恋
量
を
要
求
さ
れ
る
の
で
、

3

外
國
製
品
に

逢
か
に
及
ば
た
い
有
稼
で
あ
る
。
喜
他
の
槙
絨
類
に
至
つ
て
は
全
く

自
主
性
は
な
い
の
で
あ
る
。
が
く
映
聾
科
學
の
研
究
は
閑
下
の
急
綺
で

誓
誓
の
他
の
面
に
就
い
て
恣
亦
同
様
で
あ
っ
て
外
閾
映
贅
を
は
な

れ
て
日
本
映
甕
の
進
歩
は
考
へ
ら
れ
な
い
粽
な
朕
餞
で
あ
る
。
従
つ
て

結
諭
的
に
言
へ
ば
映
聾
の
綜
合
研
究
歳
闘
た
る
舷
聾
研
究
所
の
設
立

は
映
甍
百
年
と
一
デ
ご
は
ず
映
畳
行
政
掌
面
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
ね

ば
た
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
映
饗
胴
究
歳
開
は
飩
に
映
整
法
の
會
議
追
過

に
際
し
て
希
望
條
件
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
ぬ
た
も
の
で
あ
る
。
今
や
益

々
そ
の
必
要
の
痛
感
さ
れ
る
秋
之
が
翠
立
の
一
日
も
早
き
を
希
望
し
て

止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
貧
し
い
映
零
碑
で
は
野
共
榮
圏
文
化
工
作
は
出

来
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
之
が
宣
現
は
映
零
芸
行
政
に
於
け
る

緊
急
問
題
で
あ
っ
て
特
に
文
部
省
映
豊
行
政
に
於
て
焙
決
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
映
聾
研
究
概
闘
の
誼
置
と
こ
れ
が
這
管
は
腔
来
の
文
部
省
映

畳
行
政
の
璽
要
な
る
部
門
を
た
す
べ
き
嵐
ほ
の
で
あ
る
。

今
我
属
映
齋
界
は
未
曾
有
の
展
開
期
に
際
し
て
ぬ
な
が
ら
之
が
賞
現

に
野
し
て
一
大
支
障
と
な
す
も
の
に
前
述
の
物
の
不
備
に
尉
し
て
も
う

文
部
省
映
牽
軍
行
政
の
衷
在
及
賄
来

(
-
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映
聾
敦
育
は
狩
宋
共
榮
圏
方
策
を
根
幹
と
す
べ
き
は
言
ふ
迄
も
な
い

が
之
が
具
骸
的
方
策
の
加
立
に
賞
つ
て
は
先
づ
同
内
騎
勢
の
塁
偉
が
先

決
問
題
で
あ
る
。
今
映
翌
敦
〗
日
の
様
阪
に
つ
い
て
は
幾
多
の
問
題
が
詞

途
に
横
は
る
こ
と
は
飩
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
映
聾
歎
育
の
確
立

に
つ
い
て
は
映
整
の
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
要
件
で
あ
る
。
之
が
た

め
に
は
共
の
製
作
を
刺
戟
す
る
如
く
映
書
一
の
配
給
が
な
さ
れ
ね
ば
次
ら
．
｛

た
い
。
既
に
映
聾
の
製
作
指
導
懐
闘
が
文
部
省
臼
に
障
立
さ
肛
て
〖
な
る

今
，
上
述
の
映
登
の
輩
出
す
る
方
法
を
壽
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

文
部
省
は
之
諮
野
策
と
し
て
映
繋
敦
育
中
央
閲
観
の
結
成
を
企
園
し

現
在
文
部
省
の
外
廓
園
慨
た
る
映
霊
敦
育
中
央
會
と
之
と
併
存
す
る
同

種
園
置
た
る
大
苺
京
日
の
學
狡
巡
廻
映
露
聯
盟
と
を
合
同
せ
し
め
ん
と

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
が
成
就
の
聰
に
於
て
は
名
賓
共
に
全
国
的
に

こ
の
意
味
に
於
て
映
甕
敦
一
｛
日
は
砂
冠
来
の
映
聾
問

題
の
中
心
を
た
ず
忍
の
で
あ
っ
て
之
が
野
策
は
現
在
に
於
て
攻
究
す
べ

き
で
あ
る
。

た
ら
た
い
の
で
あ
る
。

れ
な
い
の
で
あ
る
。
成
人
を
相
手
と
し
て
の
文
化
工
作
に
は
目
ら
限
度

が
あ
る
。
腔
来
禁
限
の
進
展
を
期
待
さ
汎
る
の
は
封
青
少
年
の
文
化
工

作
を
措
い
て
は
な
い
。
換
言
ナ
れ
ば
青
少
年
の
映
霊
数
育
で
な
け
れ
ば

を
考
へ
る
時
5

斯
る
廊
急
的
方
策
の
み
を
以
て
は
其
の
目
的
は
逹
成
さ

文
部
時
報

第
七
百
八
十
緯

も
の
と
信
す
る
の
で
あ
る
。

（
一
七
玉

1

如

一
元
化
さ
れ
た
映
甍
敦
育
中
央
園
骸
が
確
立
す
る
闘
で
あ
る
が
沿
之
に

ょ
つ
て
青
少
年
に
封
す
る
選
定
映
甍
を
配
給
せ
し
め
更
に
斯
る
映
書
一
の

製
作
指
導
に
嘗
ら
し
め
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
始
め
て

宵
少
年
映
量
が
確
保
さ
れ
映
書
一
敦
育
の
躍
進
的
進
辰
が
期
特
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
な
匠
敦
料
用
映
聾
も
亦
此
園
隠
に
よ
つ
て
全
國
的
に
配
給
さ

れ
る
詭
定
で
あ
る
が
，
か
く
し
て
敦
科
用
映
蓋
の
製
作
も
活
澄
に
な
る

映
霊
敦
育
圏
骰
に
よ
る
映
甕
の
配
給
は
青
少
年
映
書
一
の
確
保
に
不
可

峡
の
忍
の
で
あ
る
こ
と
は
上
述
の
理
由
に
よ
り
明
白
で
あ
る
が
更
ら
に

一
般
映
畳
興
行
物
に
忍
こ
の
糧
映
登
の
盛
に
上
映
せ
ら
る
4

様
指
導
す

べ
き
こ
と
は
勿
諭
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
に
は
製
作
者
に
働
き
か
け
る
と

共
に
青
少
年
の
映
霊
観
覧
に
統
て
の
方
策
1

乞
立
て
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
°
是
等
の
詣
勘
に
つ
い
て
は
今
後
文
部
省
の
大
い
に
カ
ナ
ご
致
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
斯
＇
＼
し
て
國
内
に
青
少
年
映
畳
の
製
作
熱
昂
ま
る

に
於
て
野
共
榮
閏
の
方
策
が
自
ら
定
ま
る
の
で
あ
る
。

映
聾
敦
育
に
次
い
で
膵
来
の
主
要
な
る
問
題
は
B

映
賓
研
究
檬
闘
の

確
立
と
人
村
賽
成
の
間
題
で
あ
る
。

我
國
環
在
の
映
聾
界
は
大
東
韮
載
等
の
勃
預
に
よ
つ
て
絃
に
獨
往
の

境
地
｝
歪
得
た
闘
で
あ
る
が
，
夫
は
箪
に
形
骸
丈
の
も
の
で
あ
っ
て
共
の

宣
を
伴
は
な
い
賓
情
で
あ
る
。
映
甕
に
封
す
る
要
求
の
愈
々
熾
紐
な
る

―
つ
人
材
の
不
足
が
あ
る
。
映
贅
の
歴
史
が
濡
い
こ
と
4
同
時
に
従
来

映
聾
が
娯
業
の
封
象
と
し
て
の
み
預
逹
し
て
末
た
こ
と
か
ら
，
商
業
主

義
の
桓
桔
の
下
に
あ
っ
て
之
が
製
作
に
携
る
人
々
の
向
上
を
阻
害
す
る

事
情
の
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
も
否
み
雛
い
。
映
霊
法
は
是
等
映
聾
製

作
に
賞
る
主
た
る
人
々
の
登
録
制
を
以
で
之
が
向
上
を
期
待
し
て
ぬ
る

も
の
よ
羅
と
し
て
起
る
映
聾
へ
の
欲
求
≫
文
化
財
と
し
て
の
映
畳
ヘ

の
期
待
に
訴
し
て
畜
斯
る
泊
槌
的
討
策
の
み
を
以
て
し
て
は
到
底
駆
じ

切
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
讐
訣
塁
墨
製
作
に
嘗
る
人
々
の
積

極
的
向
上
の
た
め
の
設
開
が
嘗
然
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
映
霊
俳
優

を
始
め
監
督
撮
影
者
等
の
養
成
若
く
は
再
敦
育
は
映
甍
の
質
的
向
上

に
は
基
本
的
問
題
で
あ
っ
て
こ
九
な
く
し
て
は
映
霊
の
疲
逹
は
望
み
得

?
°
映
聾
人
の
養
成
機
闘
の
餃
置
並
に
之
が
鯉
管
は
映
甍
行
政
の
最

忍
璽
要
な
る
問
題
と
し
て
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

映
霊
行
政
の
翌
誓
見
共
の
登
辰
の
方
向
を
考
へ
る
に
及
ん
で
叙
上

の
間
題
は
映
畳
行
政
の
中
核
を
な
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
っ
て

且
つ
之
が
播
嘗
官
吏
と
し
て
文
部
省
を
措
い
て
外
に
な
い
と
信
~
す
る
忍

の
で
あ
る
。
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